
くらしや文化、環
か ん

境
き ょ う

とともに進化した和建築

　みなさんの住んでいる家、通っている学校、買い物に行く店、本を借りる図書館、
川を渡

わた

る橋など、これらはすべて建築物です。この本では、日本の古くからの技
ぎ

術
じゅつ

や
つくり（様式・スタイル）を受けつぐ和建築について見ていこうと思います。
　古代から、身の回りにあるものをつかって家は建てられてきました。日本は森林が
多いので、縄

じょう

文
もん

時代から植物がおもな原料としてつかわれてきています。そして、く
らしや文化、環

かん

境
きょう

に合わせて、よりくらしやすいように、安全に快
かい

適
てき

に過
す

ごせるよう
にと進化していきました。大陸からの技

ぎ

術
じゅつ

を吸
きゅう

収
しゅう

したり、国内で目的に応
おう

じて技
ぎ

術
じゅつ

を
みがいたりしながら、和建築は受けつがれてきたのです。
　また、建築物が集まることで生まれる景観があります。日本各地に保

ほ

存
ぞん

地
ち

区
く

があり、
いまでもむかしの町

まち

並
な

みを見ることができます。国内外から観光客が集まり、和建築
の美しさ、日本らしいくらし方が注目されています。
　一方、地

じ

震
しん

大
たい

国
こく

といわれる日本ならではの、高い耐
たい

震
しん

・免
めん

震
しん

技
ぎ

術
じゅつ

がつちかわれてき
たことも忘

わす

れてはいけません。歴
れき

史
し

的
てき

建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

に対する補
ほ

修
しゅう

もおこなわれています。
　この本では、和建築の種類や歴

れき

史
し

、技
わざ

など、さまざまな角度から和建築を紹
しょう

介
かい

して
います。知れば知るほど日本文化の奥

おく

深
ぶか

さを感じ、和建築のすばらしさがわかってく
ることでしょう。

▲『東
とう

海
かい

道
どう

五
ご

拾
じゅう

三
さん

次
つぎ

  鳴
なる

海
み

  名
めい

物
ぶつ

有
あり

松
まつ

絞
しぼり

』（1834 年ごろ）歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

 画

江
え

戸
ど

時代に東海道の土産としてつくられた木
も

綿
めん

の布
ぬの

「有
あり

松
まつ

しぼり」で栄えた有
あり

松
まつ

の町
まち

並
な

みがえがかれています。

▲現
げん

在
ざい

の有
あり

松
まつ

の町
まち

並
な

み

当時の面
おも

影
かげ

を残し、国の重
じゅう

要
よう

伝
でん

統
とう

的
てき

建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

群
ぐん

保
ほ

存
ぞん

地
ち

区
く

になっています。
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▲書
しょ

院
いん

づくりの部分の名前▲在
ざい

来
らい

軸
じく

組
ぐみ

工
こう

法
ほう

の部材の名前

も  く　じ

母
も

屋
や

棟
むな

木
ぎ

たる木
き

野
の

地
じ

板
いた

回
まわ

り縁
ぶち小

こ

かべ

長
なげ

押
し

かも居
い

障
しょう

子
じ

縁
えん

側
がわ

しき居
い

床
とこ

の間
ま

書し
ょ

院い
ん

床と
こ

柱ば
し
ら

落
お

としがけ

床
とこ

板
いた

たたみ

たたみ縁
べり

天
てん

袋
ぶくろ

ちがい棚
だな

床
とこ

脇
わき

ふ
す
間ま

らん間
ま

天
てん

井
じょう

屋
や

根
ね

ふき材
ざい

（瓦
かわら

）

防
ぼう

水
すい

紙
し

まぐさ
間ま

柱ば
し
ら

窓
まど

台
だい

基
き

礎
そ

筋
すじ

交
か

い土
ど

台
だい火

ひ

打
うち

土
ど

台
だい

大お
お

引び
き

根
ね

太
だ

妻
つま

梁
ばり軒

のき

桁
けた

小
こ

屋
や

束
づか

通
とお

し柱
ばしら

地
じ

袋
ぶくろ



神社や寺は修
しゅう

復
ふく

しな
がら長くつかわれる

木
もく

造
ぞう

建築は、石やれんがなどの建

物にくらべると、燃
も

えたりくさっ

たりしやすいため、長い時間残り

にくいものです。しかし日本では、

1000 年以上の歴
れき

史
し

をもつ木
もく

造
ぞう

の

建物がいくつもあります。これは、

つくるときに将
しょう

来
らい

修
しゅう

復
ふく

しながら長

くつかうことを前
ぜん

提
てい

に考えられて

いるからでもあります。実
じっ

際
さい

の修
しゅう

復
ふく

については 22ページを見てく

ださい。

▲カンナ（鉋）という道具で材木の表面をけずっているところです。けずる厚
あつ

さは刃
は

の位置で調整。

職
しょく

人
にん

技
わざ

で、すけて見えるほどにうすくけずることも。けずった表面は、みがいたようにツルツルにな

ります。

何十枚
まい

にもな
るよ！

神社や寺をつくる
宮
み や

大
だ い

工
く

のスゴ技のスゴ技のスゴ
わ ざ

昔ながらの建築の技
ぎ

法
ほう

を受けつぎ、神社や寺を建てたり、いた
んだ古い建物を修

しゅう

復
ふく

したりするのが「宮
みや

大
だい

工
く

」です。1400 年
以上の歴

れき

史
し

をもつ「金
こん

剛
ごう

組
ぐみ

」の技
わざ

を見ていきましょう。

姿
し
勢
せい
を決めて、同じ力

ちから
加
か
減
げん
で

息を止めて一気に
ひきます

6の地
じ

縄
なわ

張
ば

りから、

だいたい 13か月

【神社・寺ができるまで】

和建築の技
わ ざ

を見てみよう

1. 設
せ っ

計
け い

図
ず

案
あ ん

をつくり、大きさや間
ま

取
ど

りなど
   を決める

2.100 分の 1（または 50 分の 1）の平面図（縮
しゅく

　小
しょう

図
ず

面
めん

）をつくる

3. 同サイズで実
じ っ

施
し

設
せ っ

計
け い

図
ず

をつくる

4. 細かい見積りをして契
け い

約
や く

5. 各種材料や人員の手配
     材木の調達、木

き

割
わり

（原木のどの部分をどこにつかうの
     かを決める）などをして、だいたいの大きさの製

せい

材
ざい

を
     依

い

頼
らい

。

6. 地
じ

縄
な わ

張
ば

り
※
をして、設

せ っ

計
け い

の最
さ い

終
しゅう

確
か く

認
に ん

     ※敷
しき

地
ち

に縄
なわ

などで建物の位置を表すこと

8. 屋根などの曲線部分の現
げ ん

寸
す ん

の設
せ っ

計
け い

図
ず

     （現
げん

寸
すん

図
ず

）をつくる

9. 必要部分の現
げ ん

寸
す ん

の型
か た

板
い た

をつくり、材
　 料を切り出す

10. 柱や梁
は り

などの骨
ほ ね

組
ぐ

みをつくる小屋組
　　みをして、屋根の下地をはる

11. 瓦
かわら

や銅
ど う

板
ば ん

などの、屋根材をふく専
せ ん

門
も ん

　　職
しょく

に依
い

頼
ら い

12. 窓
ま ど

やとびらなどの開口部をつくって
　　からかべをつくる

13. 内
な い

装
そ う

・外
が い

装
そ う

を仕上げる
      専

せ ん

門
も ん

職
しょく

も入り、共同しておこなう

完成！7. 基
き

礎
そ

・土台工事
10

現
げん

寸
すん

図
ず

をもとに、うすい板やフィルムシートで型
かた

板
いた

を

つくります。型
かた

板
いた

は、材木を正
せい

確
かく

なサイズに切るた

めにつかうので、どの部分の材料になり、どこと合わ

せるのかなど、正
せい

確
かく

に写し取らなければなりません。

縮
しゅく

小
しょう

図
ず

面
めん

をもとに、現
げん

寸
すん

の

図面を板の上にかいている

ところ。曲線は、曲がる位

置や割
わり

合
あい

を計算して目安を

決め、細い角材をくぎで固

定して鉛
えん

筆
ぴつ

などでかきます。

設
せっ

計
けい

士
し

がつくった縮
しゅく

小
しょう

図
ず

面
めん

は、正面や側面、横や縦
たて

の断
だん

面
めん

図
ず

に分け

られ、数十枚
まい

えがかれます。これらから、広い現
げん

寸
すん

場
ば

で、建物の実
じっ

際
さい

の大きさの現
げん

寸
すん

図
ず

をかきおこします。縮
しゅく

小
しょう

図
ず

では得
え

られない、な

なめの断
だん

面
めん

図
ず

や、実
じっ

際
さい

の曲線を決めるなど、とても重要な作業です。

建物のどの部分にどんな材木をどう

いう向きでつかうのか決めるのは、

とても大切な作業です。経
けい

験
けん

を重ね

た職
しょく

人
にん

だからこそ、木の性
せい

質
しつ

を知り、

強度や見た目、価
か

格
かく

などさまざまな

視
し

点
てん

から選びます。金
こん

剛
ごう

組
ぐみ

は大阪府

と埼玉県に加工センターをもち、１

階に１つの建物分の材木が集められ

ます。２階には現
げん

寸
すん

図
ず

をかきおこす

「現
げん

寸
すん

場
ば

」があります。
（右写真は埼玉県の加工センター）

広〜〜〜い

現
げん

寸
すん

場
ば

曲線があ
るから、

宮
みや

大
だい

工
く
の仕事は

むずかし
い！

材木選び

型
かた

板
いた

づくり

縮
しゅく

小
しょう

図
ず

面
めん

から現
げん

寸
すん

図
ず

へ

たくみたくみ
木を知りつくした
匠の仕事！
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陶
とう

器
き

やきものの
種類と見方

原料は土で、陶
とう

土
ど

とも呼
よ

ばれます。水を

加えてどろ状
じょう

にして乾
かわ

かし、練ってねん

土にしたもので、かたちをつくります。

地（素
き

地
じ

）の色は土の成分や焼き方により、

茶色や黄色、黒
くろ

系
けい

などの色になります。

原料と焼く温度によって種類が分かれます。現
げん

在
ざい

おもにつくられているのは陶
とう

器
き

と磁
じ

器
き

です。

どのようなちがいがあるのか、見ていきます。

1000 ～ 1300 度で焼き上げます。

このうち鉄の多い陶
とう

土
ど

をつかい、

700 ～ 800 度で焼くと土器（縄
じょう

文
もん

土器や弥
や

生
よい

土器など）、1200 ～

1300 度でかたく焼
や

き締
し

めたものを

炻
せっ

器
き

（備
び

前
ぜん

焼
やき

など）と呼
よ

びわけるこ

ともあります。

おおらかな模
も

様
よう

が多く、素
そ

朴
ぼく

な民芸

調のデザインが特
とく

徴
ちょう

です。うわぐす

り（釉
ゆう

薬
やく

）をかける場合が多く、表

面がつややかになりますが、ぽって

りとした素
そ

材
ざい

感
かん

が感じられる仕上が

りになります。

益
まし

子
こ

焼
やき

、唐
から

津
つ

焼
やき

、織
おり

部
べ

焼
やき

、萩
はぎ

焼
やき

など。

やきものは、さまざまな分け方があります。産地による種類
の例は４～７ページで紹

しょう

介
かい

したので、そのほかの分け方を見
ていきましょう。

［陶
とう

器
き

と磁
じ

器
き

］

磁
じ

器
き

に比
くら

べて
厚
あつ

めにつくられる
光にすけない

少し吸
きゅう

水
すい

性
せい

がある

焼いた後の素
き

地
じ

の色が茶
ちゃ

系
けい

かるくたたくと、
コツンとにぶい音

「土もの」といわれる

日本古来のやきもの

益
まし

子
こ

焼
やき

の大
だい

誠
せい

窯
がま

の土置き場と

練ったねん土。

素
そ

材
ざ い

焼き方

模
も

様
よ う

例

8

磁
じ

器
き

石
せき

英
えい

粗
そ

面
めん

岩
がん

という石が磁
じ

器
き

のおもな原料

になり、白
はく

磁
じ

鉱
こう

や陶
とう

石
せき

と呼
よ

ばれます。こ

れを細かくくだき、多くはねん土と混
ま

ぜ

てつかいます。焼くと白くなりますが、

青や赤みがかった白などバリエーション

があります。

1300 ～ 1400 度で、陶
とう

器
き

より高い温度

で焼くのが特
とく

徴
ちょう

です。陶
とう

器
き

にくらべてガ

ラス質
しつ

が多く、なめらかで、かたく、軽

く仕上がります。

繊
せん

細
さい

な模
も

様
よう

をえがくことができます。地

が白いので鮮
あざ

やかな色が映
は

え、写実的な

表
ひょう

現
げん

も可
か

能
のう

です。青の濃
のう

淡
たん

だけでえがい

たものを「染
そめ

付
つけ

」といい、陶
とう

器
き

でも磁
じ

器
き

でも用いられますが、地の白さと青のコ

ントラストがより映
は

えるのは磁
じ

器
き

のほう

といわれます。

有
あり

田
た

焼
やき

、九
く

谷
たに

焼
やき

など。

素
そ

材
ざ い

焼き方

模
も

様
よ う

例

うすくつくると
光にすける 陶

とう

器
き

に比
くら

べて
うすめにつくられる

吸
きゅう

水
すい

性
せい

がない

焼いた後の素
き

地
じ

の色が白
しろ

系
けい

かるくたたくと、
チンと高い音

17 世
せい
紀
き
に日本に伝わった

「石もの」といわれる

やきもの

有
あり

田
た

焼
やき

につかわれてきた

泉
いずみ

山
やま

磁
じ

石
せき

場
ば

と、有
あり

田
た

焼
やき

の

ねん土。

やきものの世界へようこそ

器には、部分ごとに名前があります。知っ
ておくと器の説明をしたり、聞いたりする
ときに便利です。茶道の茶わんの場合、糸

いと

底
ぞこ

はたたみにつく部分のため「たたみ付」
とも呼

よ

びます。

＜器の部位の名前＞
見
み

込
こみ

高
こう

台
だい

糸
いと

底
ぞこ

（糸じり）

口
こう

縁
えん

胴
どう

腰
こし

9



京都府

鳥取県

徳島県

沖縄県

福岡県

鹿児島県

・博
はか

多
た

織
おり

	④

・久
く

留
る

米
め

絣
がすり

	

・西
にし

陣
じん

織
おり

	⑥

・京
きょう

鹿
か

の子
こ

絞
しぼり

・京
きょう

友
ゆう

禅
ぜん

・京
きょう

小
こ

紋
もん

⑦

・京
きょう

黒
くろ

紋
もん

付
つき

染
ぞめ

・弓
ゆみ

浜
はま

絣
がすり

⑤

・阿
あ

波
わ

正
しょう

藍
あい

しじら織
おり

・本
ほん

場
ば

大
おお

島
しま

紬
つむぎ

③

・首
しゅ

里
り

織
おり

①
・琉

りゅう

球
きゅう

絣
かすり

・南
は え ば る

風原花
はな

織
おり

・読
ゆん

谷
たん

山
ざ

花
はな

織
うい

・読
ゆん

谷
たん

山
ざ

ミンサー
・知

ち

花
ばな

花
はな

織
おり

・喜
き

如
じょ

嘉
か

の芭
ば

蕉
しょう

布
ふ

・久
く

米
め

島
じま

紬
つむぎ

・宮
みや

古
こ

上
じょう

布
ふ

・八
や

重
え

山
やま

ミンサー
・八

や

重
え

山
やま

上
じょう

布
ふ

・与
よ

那
な

国
ぐに

織
おり

・琉
りゅう

球
きゅう

びんがた②

首
しゅ

里
り

絣
がすり

琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

府
ふ

時
じ

代
だい

につかわれた

絣
かすり

織
おり

物
もの

の発注用の「御
み

絵
え

図
ず

」にえがかれていたデザ

イン画
が

を元に復
ふく

元
げん

したもの

です。

首
しゅ

里
り

花
はな

織
おり

浮
うき

織
おり

ともいわれ、よこ糸を浮
う

かし

て模
も

様
よう

を表
ひょう

現
げん

しています。

首
しゅ

里
り

道
どう

頓
とん

織
おり

両面つかうことができるのが特
とく

徴
ちょう

です。

各地の伝
で ん

統
と う

の
染め織り

日本には、伝
でん

統
とう

的
てき

な染め織りの種類がとても豊
ほう

富
ふ

にありま
す。そのうち、経

けい

済
ざい

産
さん

業
ぎょう

大
だい

臣
じん

指
し

定
てい

伝
でん

統
とう

的
てき

工
こう

芸
げい

品
ひん

に認
にん

定
てい

され
た染め織りを紹

しょう

介
かい

します。

①首
し ゅ

里
り

織
お り

②琉
りゅう

球
きゅう

びんがた

③本
ほ ん

場
ば

大
お お

島
し ま

紬
つむぎ

琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

府
ふ

の中心地であった首
しゅ

里
り

でつくられてきた織りもので、

おもに王
おう

府
ふ

用
よう

であったため、格
かく

調
ちょう

が高く、高
こう

品
ひん

質
しつ

なのが特
とく

徴
ちょう

的
てき

です。種類は豊
ほう

富
ふ

で、首
しゅ

里
り

絣
がすり

、

首
しゅ

里
り

花
はな

織
おり

、首
しゅ

里
り

花
はな

倉
くら

織
おり

、首
しゅ

里
り

道
どう

頓
とん

織
おり

、首
しゅ

里
り

ミンサーなどがあり

ます。

沖縄を代表する伝
でん

統
とう

的
てき

な染めものです。一
いっ

般
ぱん

的
てき

に布
ぬの

を染めるのには染
せん

料
りょう

をつかいます

が、沖縄では顔
がん

料
りょう

をつかうことで、強い太

陽の光に負けない鮮
あざ

やかさを保
たも

ちます。ま

たアイ（藍）で染める藍
えー

型
がた

もあります。
鹿児島県の奄

あま

美
み

大
おお

島
しま

でつくられてきた

絹
きぬ

織
お

りものです。ごく細かいかすり模
も

様
よう

が特
とく

徴
ちょう

で、糸をかすり染めするとき

に専
せん

用
よう

の締
しめ

機
ばた

をつかいます。また、ど

ろをつかったどろ染めによる光
こう

沢
たく

のあ

る黒色は格
かく

別
べつ

です。

※地図に示
しめ

している情
じょう

報
ほう

は 2023 年現
げん

在
ざい

のものです。赤色の工芸品は写真で紹
しょう

介
かい

していますが、緑色の工芸品は名
めい

称
しょう

だけの紹
しょう

介
かい

です。

どろ染めにより、丈
じょう

夫
ぶ

で美しい

布
ぬの

になります。

（安
あ

座
ざ

間
ま

美
み

佐
さ

子
こ

 作）

染め織りの世界へようこそ

・東
とう

京
きょう

染
そめ

小
こ

紋
もん

・東
とう

京
きょう

手
て

描
がき

友
ゆう

禅
ぜん

・東
とう

京
きょう

無
む

地
じ

染
ぞめ

・本
ほん

場
ば

黄
き

八
はち

丈
じょう

⑩
・村

むら

山
やま

大
おお

島
しま

紬
つむぎ

・多
た

摩
ま

織
おり

北海道

山形県

山形県／新潟県

福島県

茨城県／栃木県

新潟県

群馬県

埼玉県

東京都

石川県

長野県

愛知県

滋賀県

大阪府

・二
に

風
ぶ

谷
たに

アットゥシ⑮

・置
おい

賜
たま

紬
つむぎ

・羽
う

越
えつ

しな布
ふ

・牛
うし

首
くび

紬
つむぎ

・加
か

賀
が

友
ゆう

禅
ぜん

⑨

・伊
い

勢
せ

崎
ざき

絣
がすり

・桐
き

生
りゅう

織
おり

・有
あり

松
まつ

・鳴
なる

海
み

絞
しぼり

⑧
・名

な

古
ご

屋
や

友
ゆう

禅
ぜん

・名
な

古
ご

屋
や

黒
くろ

紋
もん

付
つき

染
ぞめ

・小
お

千
ぢ

谷
や

縮
ちぢみ

⑬
・小

お

千
ぢ

谷
や

紬
つむぎ

⑭
・塩

しお

沢
ざわ

紬
つむぎ

・本
ほん

塩
しお

沢
ざわ

・十
とお

日
か

町
まち

絣
がすり

・十
とお

日
か

町
まち

明
あか

石
し

ちぢみ

・奥
おく

会
あい

津
づ

昭
しょう

和
わ

からむし織
おり

・結
ゆう

城
き

紬
つむぎ

⑫

・浪
な に わ

華本
ほん

染
ぞ

め ・信
しん

州
しゅう

紬
つむぎ

・近
おう

江
み

上
じょう

布
ふ

・阿
あ

波
わ

正
しょう

藍
あい

しじら織
おり

⑥西
に し

陣
じ ん

織
お り

④博
は か

多
た

織
お り

⑤弓
ゆ み

浜
は ま

絣
がすり

京都の西
にし

陣
じん

地
ち

域
いき

でつくられ

る先
さき

染
ぞ

め織りものの総
そう

称
しょう

で

す。平安時代から受けつが

れながら進化してきた技
ぎ

術
じゅつ

を

生かし、つづれ織り、錦
にしき

織
お

り、緞
どん

子
す

、風
ふう

通
つう

、ビロード

など、およそ12の種類が

つくられています。

織りによる模
も

様
よう

は、よ

こ糸で表
ひょう

現
げん

するのが多

いのですが、博
はか

多
た

織
おり

で

はたて糸で表
ひょう

現
げん

します。

しっかりと織りこまれ

た生地は帯として締
し

め

やすいと評
ひょう

判
ばん

ですが、

最近では着物地として

もつくられています。

綿
めん

のかすり織りで、江
え

戸
ど

時代から大正時

代にかけて、農民や一
いっ

般
ぱん

市民たちの日
にち

常
じょう

着
ぎ

として愛されてきました。現
げん

在
ざい

では素
そ

朴
ぼく

な風合いが好まれ、着物地のほかにイン

テリア用の布
ぬの

としても見直されています。

⑦京
きょう

小
こ

紋
も ん

京都で発
はっ

展
てん

した型
かた

染
ぞ

めで

す。いまも伝
でん

統
とう

的
てき

な技
ぎ

法
ほう

を

用い、和紙を重ねた型
かた

紙
がみ

を

つかい、米ぬかののりを混
ま

ぜた染
せん

料
りょう

をつかうなどし

て、おもに絹
きぬ

地
じ

を染めます。

・秩
ちち

父
ぶ

銘
めい

仙
せん

⑪
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